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要旨 

 2014年度診療報酬改定において、回復期リハビリテーション病棟入院料 1に「体制強化加算」が新設

された。当院では、2019年 2月から在宅復帰支援を担当する専従の社会福祉士が配置され、1年が経過

したため、今までの業務を見直し、今後の課題について検討しようと考え、アンケート調査を実施した。

結果、他職種・同職種ともに専従の社会福祉士配置の前後で変化を感じる一方、求める役割には温度差

を認めた。今後については、病棟内の役割を明確化していく必要があると考える。 

 

１目的 

専従の社会福祉士の業務のあり方と今後期待

される役割、他職種・同職種に求められる専従の

社会福祉士像を比較し、今後の業務に役立てる。 

２方法 

 2019年 12月 24日から 2020年 1月 7日の期間、

専従の社会福祉士が所属している病棟在籍の他

職種役職者職員（医師・看護師・リハビリテーシ

ョン部）19名と相談室内の退院支援に関わる同職

種職員（MSW・在宅支援室 Ns）11名にアンケート

調査を実施。回収率は 97％だった。 

 アンケート項目は、回復期リハビリテーション病棟協会

ソーシャルワーカー10 箇条と病院機能評価 付加機能評

価リハビリテーション機能（回復期）を元に作成し、当院

倫理委員会の承認を受けた。 

３結果 

① 他職種の回答 

・専従の社会福祉士配置前後の変化を「感じてい

る」が 81％で、内容は「MSWと話す機会が増えた」

55％、「退院支援がスムーズになった」50％であっ

た。 

・専従の社会福祉士に求める役割は、「病棟でいつ

でも相談できる」「社会資源の情報提供」77％が多

く、「退院後のフォロー」16％、「病棟全体の把握」

22％が少なかった。 

② 同職種の実務経験者の回答 

・専従・専任業務を行った前後で変化を「感じて

いる」が 83％で、内容は「退院支援について責任

感が増した」66％、「他職種から話しかけられる機

会が増えた」50％であった。 

③ 同職種全体の回答 

・日頃の業務内容は、「患者・家族の思い・ニーズ

の把握」90％、「退院支援」81％であった。 

・専従の社会福祉士に求める役割は、「チームコー

ディネート」100％が多く、「社会資源の情報提供」

「退院後のフォロー」9％が少なかった。 

４考察 

専従の社会福祉士が配置されたことで、スタッ

フ間でのコミュニケーションが増え、退院支援が

スムーズになったと感じていることがわかった。

しかし、医師に関しては、変化を感じていると答

えた人が看護職・リハビリ職よりも少なかったた

め、更なるコミュニケーションの必要性があると

考えられた。 

専従の社会福祉士に求める役割については、他

職種が社会福祉士に対して、社会資源の情報提供

を行っているというイメージが強いことがわか

った。しかし、社会福祉士は、患者・家族の抱え

ている課題に対して、権利擁護の立場から総合的

かつ包括的に関わり、必要に応じたサービス利用

を通じて、その人らしい自立生活を営むことがで

きるように支援する役割である。社会福祉士の役

割をもっと他職種に周知できるような活動を行

っていかなくてはならないと考察した。 

５まとめ 

 今回は専従の社会福祉士が配置された前後で

の変化を確認することができたため、今後も他職

種とのコミュニケーションを積極的に図ってい

きたい。 

 また、今後は患者・家族へのモニタリングを通

じて利用者からのフィードバックを活かしつつ、

専従の社会福祉士としての役割を明確化してい

きたい。 


